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｢脱炭素｣｢ＳＤＧｓ｣に係る
県内高等教育機関学生アンケート結果

脱炭素の促進、ＳＤＧｓの普及啓発の参考としていくため、
県内高等教育機関の学生に向けたアンケートを実施しました。
※設問については「ミッションゼロ2050みえ 若者チーム」において、
検討を行っています。

対象：県内大学、短期大学、高等専門学校の学生
実施期間：令和２年１２月７日～令和３年１月１５日
有効回答数：１，１１０件

【第１回三重県地方創生・SDGs推進本部資料抜粋】
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「自律的好循環の具体化に向けた事業の実施」
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モデル事業に応じ、
実行チームを組成

ミッションゼロ2050みえ推進チーム

アンケート項目等

アンケート等に
より独自に意見
を吸い上げ

若者チーム
（企業の若手､大学生中心：１３名）

モデル事業実行チームと連携

脱炭素、SDGsの推進に向け、若者目
線でのニーズを提案

「脱炭素社会」の構築に向けた産学官等によるプラットフォームを構築し、県内若者が参画
することで、脱炭素の取組の普及加速、若者のシビックプライドの醸成、県内企業の製
品開発の促進、魅力向上、さらには、若者の県内企業への就職、県内定着へとつなげて
いく。企業や若者にもメリットが生じる、自律的好循環をめざす。

県内企業、団体等のＳＤＧｓに資する取組の活発化、普及に向け登録制度を検討する。
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